
             交 流 の 姿 を め ぐ っ て

                              姜 錫祐

 次の 「これか らの 日韓関係に思 うこと」 とい うエ ッセイは、『国際ネ ッ トワーク とよ

なかニュース レター第6号 』(1995年6月)に 掲載 された内容をそのまま転載 したもの

です。 大阪大学大学院博士課程の学生 として社会言語学 を学んでいた当時、考えてい

たことがま とめ られています。

 この文章を書いてか らも う5年 が経ちました。その間、韓国では1997年 の暮れ に行

われた大統領選挙によ り政権が代わ りました。 それまでの政権では過去の 日本 との歴

史問題 な どか ら日本文化の流入を政策的に抑制 してきたのですが、新政権ではそれ を

段階的 に受容す るとい った政策を取 りはじめたのです。特記すべきことは、 こうした

韓国内での社会変化 は韓 国人の対 日観に少なか らぬ影響を与えているといった点です。

 21世 紀の今 日ではアムロナ ミエの歌が何気無 く韓国の街に流れるよ うな時代にな り

ま した。帰国 して3年 目、大学で 目本語を教えている私は これか らの 自分 の役割につ

いて考 えているこの頃です。韓国の大学生、そ して 日本の大学生が、互いの文化や考

え方について語 り合い理解 を深 めるといった交流の場(機 会)を もうけることなどにつ

いてです。                         (2001年2月)

に れか らの 日韓関係に思 うこと」

私に とっての 日本

 私が 日本語の勉強を し始めたのは大学に入 ってか らです。もう14年 前の話にな りま

すが、 当時の韓国は民主化運動が頂点に達 し、同時 に反 日感情が高まっていた時期で

あった と覚えています。大学に入 って最初の 日本語授業のことで した。 「皆 さんはなぜ

日本語学科 を志望 したのですか」とい う先生の質問に対 して、大半の学生が 「克 日の

ためにまず 日本語を勉強 したい」 と答えた ことが今で も強 く印象に残っています。言

うまで もな く私 自身もそ う答えた中の1人 で した。 しか し、おもしろかったのは授業

が終わ ってか ら、その授業 をとっていた仲間同士のお しゃべ りの途中で1人 が 「君た

ち!本 当に克 日のた め 日本語学科に入ったの?」 と、にこにこしなが ら皆に声をかけ

ると、 「いや、別に、他 には言 うことがあま りなか ったから」 と返事す る者や一方では

「それが教科書 どお りの正解だ よ」 とあいつ ちを打っ者 もいたことです。実にアイロ

ニカルな話ですが、今 にな って考えると、ここには 日本人のよく口にす る建 前と本音

が、韓国人にもよく現れているのではないか と思います。また、その背景に存在す る
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韓国教 育の一断面が微かにみえるかもしれません。

 日本語 を勉強 し始めてか ら、振 り返 ってみる と笑 えないハプニングも多 くあ りまし

た。

 最初 、 日本語学科に合格 した とき高校の同級生か ら嘲笑 を買ったこともあ ります。

電車 の中で 日本語 の本 を読んでいただ けで、見知 らぬ年寄 りにきっいことを言われた

こともあ ります。 しか し、 良い こともあって、80年 代の後半からは他 の専攻者 より就

職活動が うま くいったため、周 りの人か らうらやま しが られたこともあ りま した。

 幼 い時 は親か ら、小学校 にはいってか らは先生か ら、また周 りの人 々か ら何度 も繰

り返 し聞か された話は"日 本は悪い"と い うこ とで した。

 これ らの ような状況で、私 の来 日前の 日本 とい う国 と日本人に対す る感情は、何 と

も一言では言 えない、実に複雑 で微妙 なものだった ともいえます。

 来 日後、私が韓国で抱いていた 日本 と日本人に対す るイメージや生半可 な固定観念

は大 きく変 わ りました。最初は終始警戒 の目で 自分を守 ろ うとしたことが あ ります。

そ して、いつ も笑顔 で親切 に して くれ る日本人 と接 しなが ら、心の中は大変な混乱が

起 こった りもしま した。 しか し、これは永 くは続 きませんで した。 日本の友だちがで

き、その友だちと付き合 って話 してい るうちに心の安 らぎが感 じられ るよ うになった

のです。

 ところが、 日本にきて4年 以上経 ったいまも、 日本人に対 して どうして も脇に落ち

ない ところがあります。大部分が親切に付き合って くれて も、別れ るときには、未練

を断 ち切 るように立ち去 るのを見るたび、 これが文化 の違いなのかなあ一、 と理解 し

ようと思いつつも、何だか寂 しい気持 ちを隠せ ない 自分を発見するのです。私 自身 の

日本での研究テーマは広 く言 えば、異文化 間の コミュニケーシ ョン研究 といえます。

そのために、外国人 と日本人 とのふれ あいのなかで生 じる問題点な どをい ろいろな角

度か ら分析 を行 った りし、他の専攻者 に比べ ると日本人のコミュニケーシ ョン行動 に

ついて少 しは知 ってい ると思 っていま した。に もかかわ らず、そ うい うことで寂 しい

気持ちがす るのは、ある文化のなかで生まれ育った人間が他 の文化の人 と接触 した と

きに生ず る、 ごく自然な人 間の本能的感情の現れなのではないか と自分を慰 めてい ま

す。

異文化への理解

 人問は生まれてす ぐ一つ の社会、一っの文化 に属 します。その中で人間は社会の一

構成員 にな り、成長 してい くにつれ て社会の中で守るべき規範、習慣等を身 につけな

が ら、社会的活動を行 うよ うにな ります。

 最近 、異文化間のコミュニケーション研究が盛んになっていく傾 向が ありますが、
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この研究は、国際社会のなかで、互いにどのよ うに行動す るかとい う問題 を提起 し、

誤解のない コミュニケーシ ョンを行 うのに重要な指標 を示すことができると考 えます。

コ ミュニケーシ ョンにおける誤解の問題 はほとん ど避け られ ないことであって、同一

言語を用いる一つの社会、文化に属 している人間 どうしで さえ起こっているものです。

したがって、異なる言 語構造ない し、異なる思考檬式を持っ集団相互間ではよ り深刻

な問題が起 こるのは当然の ことであると思われ ます。

 私が異文化 間のコ ミュニケーション研究 に関心を持ち、特に 日本 と韓国におけるコ

ミュニケーシ ョン(言 語行動)の 比較対照研究に進みたい と思 うのは、長い歴史を持っ

ている両国の関係改善に少 しでもカにな りたいか らです。

 一番近い国なが ら一番遠い国 ともいわれてい る日本 と韓国。今 なお 「嫌韓 ・反 目」

とい う言葉 で示 され、隣 どうしの国であ りなが ら、 なぜか しこ りの取れない 日本 と韓

国。過去へのこだわ りが気持 ちの中にまった く相反する結果 を招いているのが 日韓関

係 なのではないで しょうか。

 それではこの ように両国の問をさえぎっているものははたして何 なので しょう。そ

の主 なもの として、まず、政治的問題 また経済摩擦 などが挙 げられ ます。その次に挙

げ られ ることは習慣や言語的(非 言語 的なものを含 む)表 現の違いか ら生 じる誤解の問

題 です。 この中で前者 の場合 は過去の歴史的問題が複雑 に絡み合い、特に最近 の韓国

では戦後 の補償 問題 な らびに 日本の歴史教科書での韓国に対する記述な どに強い関心

を表 しています。なお 、 日本や 日本人 と直接接触す る機会のない一般の人 々に とって

はいま例 に挙げた ようなことを主にマスコミな どを通 して接す ることにな り、そ こか

ら日本 ・日本人に対す るイメージが生み 出され てい るものだ と思われます。 こういっ

た 目本お よび 日本人に対するイメージは全般に好意的なものではない とい えます。 し

たがって、最初 日本人 と出会 うとき、韓国人は基本的にはマイナスイメージから付き

合 いが始 まるといって よいで しょう。

 その次、後者の場合 は主に付き合いが始まってか ら生 じやすい誤解 の問題です。互

いの付 き合いが長 くなるほ ど次第にマイナスイ メージか らプラスのほ うへ変わってい

くだ ろ うと思われますが、中には相手のい うこと(言 語的表現)や 行為を不愉快 と感 じ

ることが あると思います。そ こでせっか く築き上げた関係が無 になることがあるか も

しれません。

 日本人 と韓国人は顔の色 も形 も同じで、言葉に関 して も語順がほとん ど同 じである

こと、あるいは文化的背景 もほ とん ど一致 しているか らといって、単純に思考判断の

基準 も似ている と考 えるのは大間違いで しょう。 しか しなが ら、共通点が他の文化圏

の人々よ りも多い と思われ るか らこそ、かえって誤解が生 じやすいのか もしれません。

特に個々人の接触 にあっては互いの習慣や言語的表現の違いがあることに留意す るこ
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とが何 よ り大事なのではないか と思われます。

日 ・韓の友好親善のために

 私が 「国際ネ ッ トワークとよなか」の紹介で豊中市のある小学校 と中学校 を訪ねた

のは昨年 の暮のことで した。小学校 には年 間行事の一っであるス クールフェステ ィバ

ル に、 中学校は 『朝鮮 の文化 に親 しむ会』に、それぞれお招 きいただいたのです。共

に 「韓国の文化 を紹介 して下さい」 とい うことで したが、依頼を受けてか らそれぞれ

の学校 に足 を運ぶまで私は 「韓国にっいてちっとも知 らない 日本の子 どもた ちに何 を

言お うとも何 も役 立たない。」と思っていました。 ところが、い ざそれぞれの学校で 目

に した光景に私は驚 くどころか感激のあま り胸が熱 くなるくらいで した。 日本の子 ど

もたちが韓 国伝統の衣裳を着て農楽を披露 した り、 チマ チ ョゴリ姿でカヤグン(日 本

の琴 と類似)を 弾きながらア リランの歌を合唱す る先生たち、一瞬私は在 日韓国 ・朝鮮

系学校 に来ているのでは、 と錯覚に陥 るほ どで した。

 何 しろ普通の 日本の小 ・中学校で、 しか も教育課程 の一つ として韓国の文化 を子 ど

もたちにこれ くらい真剣に教 えている事実は、私 にとっては全 く考えられなかった出

来事で した。 とい うのは、私の常識 か ら言わせ る と、現実的に韓国で こうい う教育が

学校 で行 われ ることはほぼ期待できないか らです。

 日本 人 と韓国人における真の友好親善 とは何 なので しょうか。 それは言 うまでもな

く相互理解で しょう。そ うい う面で 日本の小 ・中学校での韓国文化教育は これか らの

両国民の友好親善のための兆 しとなるものと確信 できます。

 韓 国人か ら見 る日本や 日本人、逆 に 目本人か ら見る韓 国や韓国人、お互い誤解 され

る余地 は山ほ どあると思いますが、これか らは両国民互いの文化 に興味を持 ち、なお、

もっ と積極的に互いの文化を知 り、理解 し、尊重す るべ きであると思います。

                    (カ トリック大学校言語文化学部 ・助教授)
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